
　(8) 障害者への配慮について
科学館は、障害の有無に関わらず、すべての子どもたちが楽しみながら学べる施設となるように整備していく必要がある。そのためには、バリアフリー新法や「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準」に基づいたバリアフリー化、ユニバーサル・デザインを原則とした施設の整備はもちろんのこと、特に、展示においては、科学館のコンセプト「見て、触れて、感じて、作って、学び遊ぶ」のもとに、視覚以外の方法でアクセスできる工夫が求められる。また、障害児・者への支援を積極的に展開していくことが望まれる。

①　博物館における障害者対応の現状
日本博物館協会では、「誰にもやさしい博物館づくり事業」において、博物館における障害者対応についてのアンケート調査（平成16年）を実施している。


②　高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準
平成18年12月に、バリアフリー新法「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」が施行され、それに伴い、平成19年に高齢者・障害者等の利用に配慮した建築設計標準が改訂された。
■建築物の用途別主なチェックポイント例

	
	設計上のチェックポイント

	展示場、又は博物館、美術館、図書館
	・展示物、書架などの間は十分な通路幅員を確保する。

・順路には段を設けない、段がある場合は傾斜路又は昇降機を設置する。

・視覚障害者（音声誘導など）、聴覚障害者用情報提供設備を設ける。

・展示物の説明については、音声、文字等の情報提供を行う。

・休憩場所、いすを適宜設ける。

















資料２






















































































































































































【調査結果の抜粋】


（日本博物館協会の会員館園1,156館を対象。873館園から回答。回収率75.5％）





視覚以外の方法で観察・鑑賞できる展示物があると回答した館は、382館で43.8％


視覚以外の方法は、①手で触る(33.8%)、②体験する(11.8%)、③音を聞く(10.5%)





視覚障害者が展示物を観察・鑑賞するために支援を行っていると回答した館は、


187館で21.4％


支援方法は、①触れる展示物を用意(17.2%)、②レプリカを用意(5.5%)


③別室での観察・鑑賞(3.6%)
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